（１）　住民避難訓練

１．訓練時間　12：00～12：35頃

２．対象者　　　　自主防災組織の希望者
　　　　　　　　　自主防災組織の希望者
　　　　　　　　　自主防災組織の希望者
　　　　　　　　　自主防災組織の希望者

３．訓練内容　各世帯から高瀬高校まで避難
　　　
○　避難誘導：各自治会の周辺・・・かがわ自主ぼう連絡協議会
　　　　　　　　　校外・・・三豊警察署
　　　　　　　　　校内・・・避難所運営本部警備班
　　　　　　　　　　　　　　※13時頃までは、校門付近で待機する。

　　○　安全点検ができるまでは、体育館外で警備班の指示に従い待機

４．準備物
	実施者
	準備物

	かがわ自主ぼう
	・のぼり
・ビブス


	三豊警察署
	特になし

	
	



５．準備状況
　　・三豊市から各自治会へ訓練実施を案内している。




（２）　避難者受付訓練

１．訓練時間　　①　12：35　～　12：50
　　　　　　　　②　12：50　～　13：15頃

２．模擬避難者　①　地域住民（30～50名）
　　　　　　　　　　３－１生徒（40名）
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　②　かがわ自主ぼう・防災士会

３．訓練対象者　高瀬高校避難所運営本部各活動班

４．訓練内容
　①　避難者カードを使い、避難者の受付・避難者名簿の作成を行う。
　　　受付後、避難者を避難スペースに誘導する。

　　②　配慮が必要な方など、避難所にやってくる様々な避難者に柔軟に対応する。

５．準備物
	実施者
	準備物

	かがわ自主ぼう
	・避難者の想定
・ビブス


	高瀬高校
	・受付セット


	
	








（３）　避難所体験訓練

１．訓練時間　12：50～13：20

２．対象者　　・地域住民（30～50名）
　　　　　　　・３－１生徒（40名）
　　　　　　　・その他全校生徒（自由参加）

３．訓練指導　かがわ自主ぼう連絡協議会

４．訓練内容
　　①　パーテーションを使った避難スペース作成訓練
　　　　目的：避難所におけるプライバシー確保についての理解促進
　　②　避難所資機材の体験訓練
　　　　目的：災害用資機材を実際に使ってみることで、使い方を学び、また、災害への備えの重要性及び事前の訓練の必要性を啓発する。
　　　　体験資機材：簡易トイレ・組み立て式担架・アルミブランケット

５．訓練手順
　　（１）　当日の地域住民参加者と３－１の生徒を、大体同じ数になるようして、２グループに分ける。
　　（２）　各グループで、①訓練と②訓練をローテーションして体験する。
　　　　　　※ローテーション時間は、13：05とする。
　　　　　　※できる限り多くの方が体験できるよう留意にする。

６．準備物
	実施者
	準備物

	かがわ自主ぼう
	・ブルーシート
・パーテーション（　枚）
・説明用パネル
・体験訓練用資機材
　・簡易トイレ
　・担架
　・アルミブランケット


	
	




（４）　炊き出し訓練

１．訓練時間　13：30～14：00頃

２．準備開始時間　11：30頃から

３．料理　　　豚汁

４．調理量　　約100人前

５．対象者　　・地域住民（30～50名）

６．訓練内容
　　13：30頃　　地域住民等は、講話終了後、炊き出しスペースまで移動。
　　　　　　　　豚汁と備蓄水を配布。
　　受け取り後　体育館に戻り、所定の場所で食事。

７．準備物
	実施者
	準備物

	かがわ自主ぼう
	・食材
・炊き出し資機材　一式
・食器類


	県
	・参加者へ備蓄水を配布(500ｍℓ72本）

	
	








（５）　防災講話

１．実施時間　13：20～13：30

２．対象者　　・地域住民
　　　　　　　・教員
　　　　　　　・生徒

３．担当者　　①　13：20～13：25
・担当：かがわ自主ぼう連絡協議会
・内容：夜間や休日などで学校が休みの場合における、地域での避難所対応を考えておくことの必要性について

②　13：25～13：30
・担当：香川県防災士会
・内容：避難所訓練（教員の避難所運営体制）の講評



